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上
空
か
ら
見
る
沖

縄
の
海
。
透
き
と
お

る
青
色
や
み
ど
り
色

が
重
な
り
合
う
ま
ぶ

し
い
南
国
の
海
の
色
だ
。
こ
の
美

し
い
海
を
こ
わ
し
、
ジ
ュ
ゴ
ン
も

す
め
な
く
な
る
基
地
の
建
設
に

「
名
護
に
基
地
は
い
ら
な
い
」
と

主
張
し
た
稲
嶺
進
氏
が
当
選
し
、

新
し
い
名
護
市
長
が
誕
生
し
た
▼

１
３
年
前
、
普
天
間
基
地
の
移
設

ふ

て

ん

ま

先
と
し

て
上

が
っ

た
名
護

の

辺
野
古
。
当
時
行
わ
れ
た
住
民
投

へ

の

こ

票
で
は
移
設
賛
成
よ
り
も
反
対
が

上
回
っ
た
。
そ
れ
か
ら
３
度
の
市

長
選
が
あ
り
「
地
域
の
振
興
の
た

め
」
に
と
移
設
に
賛
成
す
る
人
、

「
良
い
こ
と
は
何
も
な
い
、
基
地

は
絶
対
作
ら
せ
な
い
！
」
と
反
対

す
る
人
が
い
て
家
族
の
中
で
も
二

分
す
る
状
態
が
続
い
て
き
た
▼
沖

縄
は
日
本
で
唯
一
地
上
戦
が
行
わ

れ
、
県
民
の
４
人
に
一
人
が
亡
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
戦
後
も
７

２
年
に
日
本
に
復
帰
す
る
ま
で
は

ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に
置
か
れ
、

米
兵
が
事
件
を
起
こ
し
て
も
、
住

民
が
銃
弾
で
撃
た
れ
演
習
の
流
れ

弾
に
当
た
っ
て
怪
我
を
し
て
も
米

兵
は
つ
か
ま
る
こ
と
は
な
く
、
基

地
も
な
く
な
ら
な
い
状
態
が
続
い

て
き
た
▼
選
挙
で
「
基
地
は
い
ら

な
い
」
と
住
民
の
意
思
は
は
っ
き

り
し
た
の
に
平
野
官
房
長
官
（
松

下
労
組
出
身
）
は
「
地
元
の
合
意

が
な
く
て
も
法
律
的
に
は
や
れ
る

場
合
も
あ
る
」
と
言
い
選
挙
の
結

果
を
無
視
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

普
天
間
に
も
辺
野
古
に
も
基
地
は

い
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
基
地
を

す
べ
て
撤
去
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

よ
う
に
、
沖
縄
に
も
産
業
を
復
興

さ
せ
平
和
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
う
。

（
Ｍ
）
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★ 沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】★

「
会
」
は
沖
電
気
と
そ
の

関
連
な
ど
で
働
く
人
々
が

「
安
心
し
て
人
間
ら
し
く
働

け
る
職
場
」
を
願
っ
て
創
ら

れ
ま
し
た
。
正
規
・
非
正
規

を
問
わ
ず
誰
で
も
入
会
で
き

ま
す
。略

称
は
Ｏ
Ａ
Ｋ
で
す
。

仕
事
や
生
活
の
こ
と
、
世
の

中
の
事
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も
明
る

い
明
日
に
な
る
よ
う
に
と
、

会
紙
は
「
あ
す
な
ろ
」
で
す
。

《
設
立

１
９
８
６
年
》

株主より社員優先、それを行動に示すべきです
正規も非正規社員も一緒になって，生活と労働条件の改善を！

職
場
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
生

活
が
か
な
り
苦
し
い
と
感
じ
て
い
る

人
が
他
電
機
調
査
の
倍
近
い
３
５
％

に
達
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ユ
ニ
オ

ン
の
労
組
員
意
識
調
査
で
も
、
今
後
、

取
り
組
む
べ
き
活
動
の
一
位
、
二
位

は｢

一
時
金
の
月
数
確
保｣

｢

賃
上
げ｣

で
賃
金
改
善
を
求
め
る
声
は
切
実
で
、

こ
の
声
に
応
え
る
事
が
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の

労
使
双
方
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
、
犠
牲
の
繰
り
返
し
は

許
さ
れ
な
い

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）

の
今
春
闘
の
方
針
は
、
定
期
昇
給
の

凍
結
な
ど
賃
上
げ
な
し
の
押
付
け
で

す
。
好
景
気
の
時
は
、
株
主
配
当
、

役
員
報
酬
、
利
益
の
溜
込
み
優
先
で
、

利
益
を
労
働
者
に
還
元
せ
ず
、
不
景

気
に
な
れ
ば
簡
単
に
人
員
削
減
、
賃

金
カ
ッ
ト
な
ど
を
繰
返
し
、
国
民
生

活
破
壊
の
責
任
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

本
当
に
社
員
優
先
？

Ｏ
Ｋ
Ｉ
・
川
崎
社
長
は｢

会
社
は
誰

の
も
の
か｣

と
い
う
問
い
に
①
お
客
様

②
社
員
③
社
会
④
株
主
の
順
番
だ
と

答
え
て
い
ま
す
。
会
社
の
リ
ス
ト
ラ
・

人
減
ら
し
・
緊
急
対
策
に
よ
る
大
幅

な
賃
金
カ
ッ
ト
の
連
続
に
耐
え
て
き

た
社
員
（
非
正
規
社
員
含
む
）
報
い

て
こ
そ
再
建
は
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
賃
金
は
利
益
の
還
元
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
経
営
が
少
し
で
も
改

善
し
た
ら
、
ま
ず
、
社
員
に
利
益
を

還
元
し
、
生
活
を
守
る
こ
と
が
、
肝

要
で
す
。
社
員
あ
っ
て
の
会
社
で
す
。

賃
上
げ
で
景
気
の
回
復
を

労
働
組
合
は
「
賃
金
の
引
き
上
げ

で
、
消
費
支
出
を
伸
ば
し
、
内
需
拡

大
に
よ
っ
て
日
本
経
済
の
回
復
に
つ

な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
の
方
針

を
堅
持
し
て
、
諸
要
求
実
現
に
取
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

沖電気 10年度生活改善要求アンケート結果

かなり苦しいと、や

や苦しいで73％に及

びました。緊急対策

での賃金カットが大

きく影響しているの

が伺えます。

必要額・加重平

均で39,744円。
５万円以上必要と

いう人が４７％に

達し、昨年を上回

りました。

見直しが58％

経団連も「短期の個人業

績に偏ることなくチーム

ワークや人材育成の視点

を取り入れる」と事実上

見直しを認めています。

２つ選択の集計。

要求の１番は雇用

の安定。使い捨て

労働に対する不安

が大きい。正社員

を希望する人は半

数に達しています。

■組合がもっとしっかりして欲

しい。０９春闘で電機の統一闘

争から離脱したのは問題。

■人員が減り、仕事量が増えき

つい。賃金カットもきつい。

■定年でシニア社員になり賃金

の大幅ダウン。有給休暇や目的

別休暇などの条件も悪くなった。

■緊急対策はかなり影響がある。

直ちにやめて欲しい。職場環境

や仕事で健康面に不安がある。

■欧米のように同じ仕事をして

いる人は正規も契約も派遣も

同じ労働条件にすべきだ。

■ＯＫＩから独立させられ、賃金

も３割減。ＯＫＩ並みに戻して。

■職場は多忙です。タダ働きもあ

ります。健康が心配

■仕事が難しくどんどん覚えなく

てはいけないので大変。前向きに

一生懸命やっているが、派遣契約

なので常に雇用が心配だ。
「会」が１２月～１月に行った結果です。ご協力ありがとうございました。

職
場
の
声

春
季
闘
争

が
ん
ば
ろ
う

「かぜ」ひかない

で、元気に生活を！
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沖電気の年休取得状況
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世界 の有休取得 日数
フラン ス 36

ス ペイン 27

イタリ ア 25
ドイツ 25

ｲｷ ﾞﾘｽ 24
カナ ダ 17

米国 10
日本 8

正社員
20%

契約社員
25%

派遣社員
49%

請負社 員
6%

正規社員 契約社員 派遣社員
雇用形態 グレード２ｃ ７．７５Ｈ ７．７５Ｈ

妻帯者 ２０日労働 ２０日労働

契約 沖電気 沖電気 派遣元
期間の定め なし ６ヶ月 ３ヶ月
賃金支払い 月給 時給１，２５０ 時給１，１００

①賃金額：月 248,700 193,750 170,500
②家族手当 20,000 0 0
残業割増 ※通常３０％ 通常２５％ 通常２５％
③２０時間の例 41,500 31,250 27,500
慶弔・特別休暇 有給 無給 無給
④兄が死亡の例  ３日間有給 ー２９，０６２ ー25、575
年次有給休暇 初年度

20日間

退職金制度 有 無 無
健康保険 有・沖健保 有・沖健保 （無・国保）

①～④合計 3 10,2 00 195 ,94 8 1 72,4 25

6ヶ月間　8割勤務後に
10日間

★ なくそう貧困 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ０ 年 ２ 月 ２ ５ ８ 号

松
下
労
組
委
員
長
年
頭
挨
拶

「
転
換
」
の
年
に

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

ロ
ー
ム
に
買
収
さ
れ
て
２
度

目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

八
王
子
（
高
尾
）
地
区
に
は
Ｗ
ー

Ｃ
Ｓ
Ｐ
（
ウ
エ
ハ
状
態
で
組
立

完
了
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
と
光
関
連

の
職
場
だ
け
残
っ
て
い
る
状
態

で
関
連
企
業
も
含
め
て
働
く
人

は
約
５
０
０
人
程
度
（
約
８
割

減
）
に
な
り
ま
し
た
。

年
頭
で
の
労
組
委
員
長
は
現

状
に
つ
い
て
「
職
場
は
人
員
削

減
の
影
響
で
超
繁
忙
な
状
況
が

続
き
、
疲
弊
の
色
が
濃
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
行
き
の

不
透
明
感
が
将
来
不
安
を
募
ら

せ
て
い
ま
す
」
と
し
な
が
ら

「
今
年
は
安
定
成
長
企
業
へ
転

換
の
年
に
・
・
・
」
と
先
行
き

不
安
の
中
で
、
期
待
、
希
望
を

述
べ
て
い
ま
す
。

大
内
社
長
新
年
の
あ
い
さ
つ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
瀕
死
の
重
傷

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
通
信
シ
ス
テ
ム
】

イ
ン
ト
ラ
に
社
長
は
率
直
な
意

見
を
載
せ
ま
し
た
。

マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
を
批
判
し

「
経
営
も
同
様
で
沖
電
気
も
や
っ

と
政
権
交
代
が
実
現
し
ま
し
た
」

と
社
長
交
代
を
歓
迎
。
ま
た
、

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
状
態
に
つ
い
て
は

「
事
業
再
編
の
動
き
を
加
速
し
ょ

う
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
Ｏ

Ｋ
Ｉ
本
体
の
通
信
事
業
が
瀕
死

の
重
傷
の
中
で
立
ち
直
る
か
否

か
の
分
水
嶺
で
す
。
・
・
・
沖

通
信
事
業
の
ソ
フ
ト
の
大
半
を

担
う
当
社
は
事
業
再
生
に
ど
の

よ
う
な
提
案
が
出
来
る
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
」
と
分
析
し
、

「
創
業
２
８
年
で
類
を
み
な
い

高
齢
者
Ｉ
Ｔ
企
業
に
な
っ
て
い

る
。
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
フ
ロ
ン

ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
行
動
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
生
き
延
び
ら
れ

る
か
が
、
問
わ
れ
る
年
」
と
厳

し
い
挨
拶
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
代
休
が
増
え
て
も

し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
け
ど
・
・]

【
本
庄
】

年
末
は
家
の
大
掃
除
、
年
越

し
の
用
意
な
ど
、
私
事
で
も
気

ぜ
わ
し
い
と
こ
ろ
に
、
「
こ
の

ま
ま
で
は
納
期
に
間
に
合
わ
な

い
」
と
、
各
職
場
か
ら
人
員
を

確
保
し
て
対
応
し
た
仕
事
が
あ

り
ま
し
た
。
「
失
敗
さ
せ
る
わ

け
に
は
行
か
な
い
」
と
や
り
く

り
を
し
て
出
勤
し
た
人
も
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
「
代
出(

代
休)

扱
い
で
は
な
あ
・
・
」
と
残
念

そ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

年
度
の
切
り
替
え
ま
で
２
ヵ

月
を
残
す
ま
で
に
き
て
い
ま
す
。

年
休
消
化
も
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
の
に
、
代
休
が
増
え
て
は

年
休
切
捨
て
日
数
が
増
え
る
だ

け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の

追
加
項
目
か
ら
見
え
る
も
の

【
東
京
】

東
京
で
は
、
「
会
」
統
一
ア

ン
ケ
ー
ト
に
、
「
緊
急
対
策
」

「
健
康
」
な
ど
の
設
問
を
追
加

し
ま
し
た
。
以
下
が
概
要
で
す
。

▽
緊
急
対
策
に
対
し
て
は
当

然
の
ご
と
く
全
員
が
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
大
変
影
響
を
受

け
て
い
る
人
＝
７
割
、
か
な
り

影
響
を
受
け
て
い
る
人
＝
２
割

で
緊
急
対
策
に
対
し
て
多
く
の

人
が
非
常
な
痛
み
を
伴
っ
て
い

る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

▽
会
社
へ
の
対
応
は
、
７
割

の
人
が
今
す
ぐ
止
め
て
欲
し
い
。

３
割
の
人
が
会
社
の
現
状
で
は

止
む
を
得
な
い
と
回
答
。
会
社

や
労
働
組
合
の
「
沖
電
気
始
ま
っ

て
以
来
の
危
機
」
宣
伝
の
影
響

が
伺
わ
れ
ま
す
。

▽
健
康
面
で
は
７
割
の
人
が

通
院
や
健
康
へ
の
不
安
を
抱
え

て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
垣
間

見
ら
れ
ま
す
。

大
量
退
職
の
対
応
策
は

【
富
岡
】

新
し
い
年
を
迎
え
、
「
今
年

は
誰
が
定
年
に
な
る
の
か
」
と

い
う
会
話
が
目
立
ち
ま
す
。
そ

れ
だ
け
、
定
年
を
迎
え
る
従
業

員
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

同
時
に
「
会
社
は
退
職
者
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
」
と
い
う

心
配
が
あ
り
ま
す
。

現
場
を
見
て
み
る
と
、
二
年

後
ま
で
に
二
○
数
人
が
定
年
を

迎
え
、
中
に
は
半
数
や
三
分
の

一
に
の
ぼ
る
職
場
も
あ
り
ま
す
。

当
然
会
社
は
対
応
策
を
考
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
社

の
動
き
が
な
か
な
か
見
え
て
き

ま
せ
ん
。
社
長
は
富
岡
工
場
の

も
の
作
り
に
対
す
る
「
情
熱
や

心
意
気
を
強
く
感
じ
」
「
メ
ー

カ
ー
と
し
て
も
の
作
り
に
拘
る
」

と
期
待
感
を
示
し
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
「
情
熱
・
心
意
気
」

は
定
年
を
迎
え
る
方
々
が
培
っ

て
き
た
も
の
で
す
。

雇
用
延
長
の
推
進
や
若
い
労

働
力
の
採
用
な
ど
の
積
極
策
を

求
め
る
職
場
の
声
が
目
立
ち
ま

す
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
２
９
回

有
給
休
暇

０
８
年

取
得
１
３
日
、
切
捨
て
１
０
日

海岸に漂泊したプラスチック１グラムに含まれているＰＣＢ

（ポリ塩化ビフェニル）の量（単位：１０億分の１グラム）

０９年・東京農大など研究チーム

↓取得日数

↑切捨て日数

フ
ラ
ン
ス
よ
り
年
間

４
５
０
時
間
も
長
く
働

く
日
本
。
有
休
取
得
も

（
左
表
は
０
９
年
エ
ス

ペ
デ
ィ
ア
調
査
）
世
界

で
下
位
で
す
。

沖
電
気
で
も
付
与
さ

れ
て
も
取
得
で
き
な
い

職
場
環
境
が
続
い
て
い

ま
す
。

若者の雇用を正規から非正規に置き換え

不安定雇用で賃金は正規の６割程度

沖
電
気
・
情
報
通
信
製

造
（
本
庄
地
区
）
の
あ
る

職
場
（
右
図
）
は
、
非
正

規
社
員
が
８
割
で
主
力
で

す
。
賃
金
削
減
「
使
い
捨

て
」
の
非
正
規
社
員
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

正
規
２
割

右
表
は
妻
帯
の
正
社
員
と
非
正
社
員
が
残

業
２
０
時
間
（
現
在
２
５
％
施
策
中
）
兄
死

亡
の
月
で
の
比
較(

例)
。
一
時
金
を
含
め

る
と
年
収
で
１
０
０
万
円
超
の
格
差

不
安
定
雇
用
解
消
が

世
界
の
流
れ

派
遣
制
度
が
あ
る
国
で

は
「
臨
時
的
」
「
正
社
員

と
の
均
等
」
な
ど
が
基
本

で
す
。
目
先
の
利
益
を
優

先
し
て
、
正
規
社
員
を
抑

制
し
た
結
果
、
日
本
は
非

正
規
が
３
４
％
を
超
え
、

貧
困
率
（
平
均
可
処
分
所

得
の
半
分
以
下
）
が
１
５
・

７
％
（
約
２
千
万
人
）
に

達
し
て
い
ま
す
。
派
遣
法

改
正
で
「
正
社
員
が
あ

た
り
ま
え
」
へ
の
転
換

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

振
替
休
日
と
代
休
の
違
い

▼
振
替
休
日
は
就
業
規
則
の

規
定
を
設
け
て
、
休
日
の
変

更
を
事
前
に
会
社
が
指
定
す

る
。
割
増
賃
金
は
な
い
。

▼
代
休
は
、
休
日
労
働
や
長

時
間
労
働
さ
せ
た
後
に
代
償

と
し
て
、
他
日
を
休
日
と
す

る
。
指
定
日
は
会
社
、
社
員

の
ど
ち
ら
の
指
定
も
可
。

休
日
労
働
時
間
分
の
割
増
賃

金
だ
け
は
支
払
わ
れ
る
。

世界各地の海岸漂着物のＰＣＢ汚染


